
食べ物はもとは生きていのちをもっていたもの

です。そして食べ物には作ったくれた人の思いや

努力が込められています。食べ物をむだにしない

ことで、生きものたちの命に対する敬意と、作っ

てくれた人への感謝の心を表すことができます。

食べ物を作ったり、運んだりするとき、私た

ちはたくさんの水やエネルギーを使っています。

さらに食べ残しのごみの処理にも多くのエネル

ギーが使われ、地球環境に大きな負担となりま

す。食品ロスを減らすことは、むだなごみを減

らし、地球を守っていくことにもつながります。

「食品ロス」とは、まだ食べることができるのに、ごみとして捨てられてしまう食べ物のことです。日

本では毎年600万トン以上もの量が発生しています。日本人1人あたり、毎日お茶わん1杯分のご飯を捨て

ているのと同じ量になり、これは世界中で飢餓に苦しむ人々に向けた世界の食糧援助量（2018年で年間

390万トン）をはるかに超えています。大切な食べ物をむだにせず、また地球環境を守っていくためにも

食品ロスを減らす努力が大切です。
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